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１ 公務災害補償制度について

２ 公務災害の認定について

３ 通勤災害の認定について

４ 公務災害・通勤災害認定事例について

５ 公務災害の認定手続きについて

６ 事務処理における留意事項について

～ 認定事例○×問題集 ～



１ 公務災害補償制度について

（１） 制度の目的

公務災害補償制度は、地方公務員が公務上の災害または通勤による災害を受けた場合に、その災害によって生じ
た損害を補償し、必要な福祉事業を行うことにより、地方公務員及びその遺族の生活の安定と福祉の向上に寄与す
ることを目的とする制度です。

※ここでいう災害とは、被災した地方公務員の負傷、疾病、障害または死亡という身体的な災害をいいます。物質的
な損害は補償の対象となりません。

（２） 制度の特徴

請求主義であること。（請求があってはじめて補償を行う。）

原則として、治療費の全額が基金から支払われます。

一定の障害が残った場合も、障害の程度に応じた補償を受けることができます。

（３） 平成２６年度の公務災害・通勤災害の請求状況

公務災害請求件数245件のうち58件、通勤災害請求件数29件のうち4件が教育職員となっています。



２ 公務災害の認定について

•任命権者の支配管理下にあって、公務に従事してい
ること

「公務遂行性」

•公務と災害との間に相当因果関係があり、そのような
業務に従事していれば誰であってもそのような結果
になったであろうと推定されるような状況

「公務起因性」

公務災害として認定されるためには、次の２つの要件を満たす必要があります。



２（１）公務遂行性が認められる場合とは？

１、任命権者の支配管理下にあり、かつ施設管理下で公務に従事し
ている場合

２、任命権者の支配管理下にあり、かつ施設管理下にあるが、公務
に従事していない場合

３、任命権者の支配管理下にあるが、施設管理下を離れて公務に従
事している場合

３つの場合に分けて公務遂行性を判断します



２（２） 公務起因性における相当因果関係

公務起因性

• 公務と災害との間に相当因果関係があり、そのような業務に従事していれば誰であって
もそのような結果になったであろうと推定されるような状況

相当因果関係とは？

• 「その業務に従事していなければ、その災害は発生しなかったであろうし、その災害が生
じなければ、この傷病は生じなかったであろう」という関係

業務 災害 傷病

負傷の場合

•状態が比較的わかりやすい（皮膚、筋肉、骨な
ど）ので、医学的な判断は必要とされないのが
通例です

•公務遂行中に任命権者の支配管理下で災害を
受けたか否かで相当因果関係を判断します

疾病の場合

•様々な要因が関係して発症したものと考えられ
るので、医学的な判断が必要とされます

•たとえ公務遂行中に発症したとしても、必ずしも
相当因果関係が認められるとは限らず、詳細に

検討することになります。

※負傷・疾病それぞれの場合で判断の仕方が異なります



３ 通勤災害の認定について

通勤災害とは？

• 勤務のため、住居と勤務場所の間を、合理的な経路及び方法により、往復することによる
災害のことをいいます

やむを得ない
事由とは？

したがって

往復の経路を逸脱し、又は中断した場合は、その逸脱又は中断の間及びその後
の移動中の災害は通勤災害とは認められません

※ただし、逸脱又は中断が、日常生活上に必要な行為であって、やむを得ない
事由による最小限度のものである場合には、当該逸脱・中断の間に生じた災害
を除き、通勤災害とされます

日常生活の必要から通勤途中で行う合理的な事由

例）日用品の購入、病院等への通院 等



４ 公務災害認定事例について

事例１ （９時３０分ごろ（２校時） ・ 体育館）

マット運動の授業中、側転を演示していたところ、右足の後ろ側から「バン」という音ととも
に痛みを感じた。座り込んで回復を待ったが、痛みが引かないため、病院を受診したところ、
「アキレス腱断裂」により３ヶ月の加療が必要と診断された。

事例２ （４時２５分ごろ ・ 校舎の階段）

卒業室に使用する飾りの入った段ボールを両手に抱え、３階の教室から１階の職員室へ戻ろう
と階段を下りていた際、足を踏みはずし転落した。右足が大きく腫れ上がり、強い痛みを感じた
ため、病院を受診したところ「右足関節靭帯損傷」により、３週間の安静加療が必要と診断され
た。

事例３ （１７時５０分ごろ ・ 体育館）

バスケットボール部の指導中、試合形式の練習に加わりドリブルをしていたところ、ディフェ
ンスをしていた生徒の足を踏み、左足首をひねった。地面に足がつけないほどの痛みがあったた
め、養護教諭に相談の上、病院を受診したところ、「左足関節捻挫」により１ヶ月の加療が必要
と診断された。

事例４ （７時１０分ごろ ・ ○○駅）

通勤時、電車に乗るため○○駅のホームへ続く坂を下っていたところ、滑って仰向けに転倒し、
左手を負傷した。怪我をした旨、電話で学校に伝えたところ病院へ直行するよう指示があったこ
とから、病院を受診したところ、「左前腕骨遠位端骨折」により２ヶ月の加療が必要と診断され
た。



•現認者がいるかどうかの確認災害の発生

•公務災害の認定請求をする旨を医療機関へ伝える

•診断書（傷病名・初診日・療養見込期間を記載）を発行してもらう

•共済組合員証は使用しない

•医療機関には公務災害の認定まで医療費の請求を保留してもらう

受診

•公務災害認定請求書等の作成
→ 学校から直接教育事務所へ提出

公務災害認定請求

５ 公務災害の認定手続きについて

災害の発生 受診
公務災害

認定請求

公務災害

の認定

療養補償
の請求

治ゆ報告

以下の流れで手続きを進めていきます



•地方公務員災害補償基金青森支部において審査・認定

•認定通知書を被災職員へ公務災害の認定

療養補償の請求

• 「被災職員」 治ゆ報告書の作成

• 「所属長」 治ゆ報告書の内容を確認

•学校から直接教育事務所へ提出治ゆ報告

（１）医療機関から請求する場合
①被災職員
・認定通知書を医療機関へ提示
・療養の給付請求書（様式第5号）の作成 →書類作成後、医療機関へ提出
②医療機関
・療養補償（現物給付）請求書、レセプトの作成 →作成後、基金青森支部へ請求

（２）被災職員が費用を負担した場合
被災職員
・療養補償請求書（様式第6号）の作成（領収書を添付）

→書類作成後、基金青森支部へ請求

（３）薬局等から請求する場合
薬局等
・療養補償請求書（様式第6号）の１号紙・３号紙 （被災職員の押印が必要）

→作成後、基金青森支部へ請求



６ 事務処理における留意事項について

１、被害後、概ね１週間を目途に関係書類を整備のうえ、認定
請求書を提出する

２、「添付書類一覧表」や「認定請求チェックシート」により、添
付資料や記載内容の確認を徹底する

３、傷病が治ゆした場合、速やかに「治ゆ報告書」を提出する


